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論 説
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――千葉正士追悼プロジェクトを手がかりにして――
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――ヴィルヌーヴ＝ルーベ市長反ブルキニ決定をてがかりに――
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借上げ公営住宅における入居者の保護について水 野 吉 章
企業結合規制における市場支配力と
｢協調的行動による競争の実質的制限｣横 田 直 和
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ベルギーにおけるポピュリズムと地域主義政党津 田 由美子
――フラームス・ブロック（フラームス・べラング）を中心に――

Brexitについて考える土 倉 莞 爾
旧中国の法律公開の方法について佐 立 治 人
松下圭一の都市論寺 島 俊 穂
――市民自治の可能性を開く――

関西大学法学会規則
第⚑条 本会は，関西大学法学会と称する。
第⚒条 本会は，法学の研究を促進し，かつ研究の成果を発表することを目的とする。
第⚓条 本会は，次の事業を行う。
⚑ 機関誌「関西大学法学論集」及び「関西大学法学会誌」の発行。
⚒ その他本会の目的を達成するために必要な事項。

第⚔条 本会の事務所は，関西大学法学部内に置く。
第⚕条 本会は，次の者をもって会員とする。
⚑ 法学部及び大学院法務研究科（以下法科大学院と称す）の教授，准教授，専
任講師，助教，特別契約教授。

⚒ 政策創造学部の教授，准教授，専任講師，助教，特別契約教授であって入会
した者。

⚓ 法学部，大学院法学研究科，法科大学院，政策創造学部またはガバナンス研
究科の非常勤講師であって入会した者。

⚔ 法学部学生，大学院法学研究科学生及び法科大学院学生。
⚕ 政策創造学部の学生であって入会した者。
⚖ 法学部，政策創造学部，大学院法学研究科及び法科大学院の卒業生であって
入会した者。

⚗ その他評議員会の承認を得た者。
第⚖条 次の者を本会の名誉会員とする。
⚑ 法学部又は法科大学院に在籍した名誉教授。ただし，特別契約教授として在
職中の者は除く。

⚒ 特に評議員会の承認を得た者。
第⚗条 本会に次の役員を置く。
⚑ 会長 法学部長をもって充てる。
⚒ 評議員 教授，准教授，専任講師，助教及び特別契約教授をもって充てる。
⚓ 編集・庶務・会計各委員 評議員の中から評議員会において委嘱する。
その任期は⚑年とする。ただし，再任は妨げない。

第⚘条 第⚕条第⚑号及び⚒号の会員は会費年額15,000円を，同条第⚓号から⚗号ま
での会員は会費年額6,000円を納めることを要する。

第⚙条 会員及び名誉会員は，機関誌「関西大学法学論集」及び「関西大学法学会
誌」の配布を受ける。

第10条 この規則の改正は，評議員会の決議による。
付則 この改正規則は，平成27年⚗月22日から施行する。ただし，従前の第⚘条の

規定により平成21年度以降の会費を予め法学会に払込んでいる者については，
なお従前の例による。
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